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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,668人（△494） 

　　男 24,541人（△288） 

　　女 28,127人（△206） 

世帯数 21,990（△140） 
4月1日現在（　）は前月比 

江口浜海浜公園一部埋立完了
に伴う面積増：0.03椙

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063 
http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

№11 平成18年4月号 

こ
れ
が
最
後
の
編
集
た
い
む
。一
年
足

ら
ず
。取
材
・
編
集
・
入
稿
を
毎
月
、繰
り

返
す
仕
事
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
▼

十
年
ぶ
り
の
広
報
マ
ン
。合
併
と
い
う
初

体
験
の
職
場
環
境
や
エ
リ
ア
が
広
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、少
し
と
ま
ど
い
も
。で

も
新
し
い
環
境
の
な
か
で
取
材
を
通
し

て
大
勢
の
人
に
出
会
え
、顔
を
覚
え
て
も

ら
え
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
。快
く
取
材

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
本
当
に

感
謝
で
す
。今
月
か
ら
新
天
地
で
初
め
て

の
係
に
挑
戦
で
す
▼
環
境
が
変
わ
り
ま

も
な
い
こ
の
時
期
、人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
ず
精
神
的
に
不
安
定
な
人
は
い
ま

せ
ん
か
？
で
も
人
生
は
す
べ
て
人
と
の

出
会
い
か
ら
始
ま
り
、決
し
て
一
人
で
は

生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。そ
の
出
会
い
が
人

生
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。気
持
ち
を
切
り
替
え
、出

会
い
を
楽
し
み
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
▼

今
年
度
の
広
報
マ
ン
で
す
。広
報
紙
の
発

行
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
編
集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
紙
に
対
し
て
ど
し
ど
し
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
く
と
助
か
り
ま
す
▼
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編

集
た
い
む

色鮮やかな花飾りをした二頭の
鈴掛け馬を先頭に、はっぴ姿の踊
り連や宮路高光市長、ミスひおき
も参加。温泉街を中心に練り歩き、
訪れた多くの見物客を楽しませま
した。 （４/９ 東市来湯之元）

今月の
表 紙

鈴の音響かせ春の訪れ告げる 

わ
が
地
域 

上
和
田
自
治
会（
吹
上
地
域
） 

郷
土
愛
に
満
ち
た
元
気
な
清
流
の
里 

▲ 敬老会は手づくりのソーメン流しでおもてなし

▲ 公民館近くの立神橋（石橋）には、毎年こいのぼりが

和
田
地
区
公
民
館
を
構
成
す
る
七

つ
の
自
治
会
の
一
つ
。
吹
上
支
所
か

ら
南
東
へ
約
四
㌔
、
近
く
に
金
峰
山

を
見
上
げ
る
集
落
に
六
十
七
世
帯
、

約
百
四
十
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

集
落
内
を
東
か
ら
西
へ
堀
川
の
清

流
が
流
れ
、
川
に
沿
う
よ
う
に
通
る

集
落
の
通
り
は
サ
ル
ス
ベ
リ
が
植
樹

さ
れ
、
花
だ
ん
に
は
四
季
折
々
の
花
々

が
咲
く
、
自
然
環
境
の
美
し
い
集
落

で
す
。

か
み
　
　 

わ
　
　  

だ 

自 

地 高 

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

興
そ
う
と
郷
土
愛
に
満
ち
た
者

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
筆
頭
に
上

げ
ら
れ
る
の
が
青
壮
年
部
組
織
「
清
流

会
」。
小
学
校
の
存
続
と
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
、
集
落
に
子
ど
も
た
ち
を

増
や
そ
う
と
、
早
く
か
ら
出
身
者
に
帰

郷
を
呼
び
か
け
た
り
、
町
に
ミ
ニ
団
地

の
建
設
を
働
き
か
け
た
り
。
お
か
げ
で

現
在
、
小
学
生
七
人
、
幼
児
七
人
と
、

地
区
内
で
も
子
ど
も
た
ち
の
多
い
集
落

で
す
。域

の
環
境
整
備
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
サ
ル
ス
ベ
リ
ロ
ー

ド
の
ほ
か
、
堀
川
に
ア
ユ
や
カ
ワ
ニ
ナ

を
放
流
。
美
し
い
清
流
に
は
カ
ニ
や
エ

ビ
も
生
息
し
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
も
乱
舞

し
ま
す
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
子

ど
も
会
育
成
会
も
一
緒
に
な
っ
て
の
花

だ
ん
づ
く
り
は
、
四
季
を
通
し
て
花
が

絶
え
ず
、
町
の
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
金
賞
の
常
連
と
な
っ
て
い
ま
す
。

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
健

康
づ
く
り
に
も
早
く
か
ら
取
り

組
み
、
自
治
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
上
和
田
お
し
ゃ
べ

り
サ
ロ
ン
」
は
今
年
で
四
年
目
。
毎
月

一
回
、
手
芸
教
室
や
健
康
体
操
、
健
康

講
話
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
内
容
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
三
月
の
中
旬
に
は

「
上
和
田
に
こ
に
こ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

大
会
も
開
催
、
大
勢
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。に

史
跡
な
ど
は
な
い
地
域
で
す
が
、

清
流
会
で
は
今
、
堀
川
に
残
る

伝
説
の
岩
（
奇
岩
）
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
夫
婦
岩
と
金
峰
山
の
神
様
が
飛
び

降
り
た
足
跡
が
残
る
と
い
う
岩
で
す
が
、

清
掃
や
看
板
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

婦
人
部
も
自
治
会
の
催
し
の
た
び
に

踊
り
を
披
露
し
て
く
れ
た
り
、
縁
の
下

の
力
持
ち
で
支
え
て
く
れ
る
な
ど
、
集

落
の
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
連
携
し
た
ま

と
ま
り
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
地
域

づ
く
り
の
原
動
力
で
す
。

特 

会長　下野 勝芳さん 
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　平成18年度予算が3月議会定例会で決まりま
した。一般会計は前年度より約23億円少ない
241億3,960万円。 
　第一次市総合計画を基本に日置市の一体感を
醸成しながら、合併効果を実感できるまちづくり
を進めるための大切な予算です。その概要と主
な事業をお知らせします。 
＊平成17年度は年度途中での合併だったので、前年度予算
は年間予算見込額（推計額）で比較。 

自
主
財
源
三
割
依
存
財
源
七
割 

市
税
は
全
体
の
15
％ 

市
の
予
算
は
大
き
い
単
位
で
分
か
り
に
く
い

人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
四
月
一
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
で
、
市
民
一
人
当
た

り
に
換
算
し
て
み
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
「
市
税
」
を
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
六
万
八
千
六
百
十
一
円
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
訳
は
、

全
体
の
五
三
・
五
％
を
占
め
る
「
固
定
資
産
税
」

が
ト
ッ
プ
で
三
万
六
千
七
百
五
十
円
、
以
下
「
市

民
税
」
の
二
万
五
千
二
百
九
十
九
円
（
三
六
・

九
％
）、「
市
た
ば
こ
税
」
の
四
千
三
百
八
十
六

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
歳
出
を
み
て
み
ま
す
。
市
民
一
人
当
た

り
に
使
わ
れ
る
お
金
は
、
総
額
で
四
十
五
万
八

千
三
百
三
十
五
円
と
な
り
ま
す
。
最
も
多
い
の

が
前
述
し
た
よ
う
に
「
民
生
費
」
で
九
万
四
千

五
百
八
十
五
円
、
次
い
で
「
土
木
費
」
の
七
万

七
千
二
百
九
十
五
円
、
そ
し
て
市
の
借
入
金
の

返
済
に
充
て
ら
れ
る
「
公
債
費
」
の
七
万
二
千

三
百
四
十
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
と
、
事

業
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
で
は
一
人
当
た
り
三

十
八
万
九
千
七
百
二
十
四
円
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
足
額
の
大
部
分
が
「
地
方
交
付
税
」
や

国
や
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
か
ら
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
な

り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
生
か

す
た
め
に
、
経
費
の
一
層
の
節
減
合
理
化
と
全

体
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
を
継
続
し
な
が
ら
、

資
金
の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
積

極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
約
六
万
九
千
円
を
負
担 

市
民
一
人
に
約
四
十
五
万
八
千
円
使
わ
れ
る 

平成18年度

市の予算
一般会計 241億3,960万円

（前年度比△8.8％）

特別会計 200億2,632万円
（前年度比△9.6％）

特別会計予算 
■国民健康保健 57億4,907万6千円

■老人保健医療 87億4,687万9千円

■特別養護老人ホーム事業

3億892万2千円

■公共下水道事業 5億3,231万円

■農業集落排水事業 4,463万1千円

■国民宿舎事業 2億8,629万8千円

■国民保養センター及び

老人休養ホーム事業

1億6,576万3千円

■温泉給湯事業 566万5千円

■公衆浴場事業 1,053万3千円

■飲料水供給施設 68万2千円

■住宅新築資金等貸付事業 916万4千円

■介護保険 41億6,639万4千円

企業会計予算（収益的事業） 
■国民健康保険病院事業

3億8,095万3千円

■水道事業 7億6,382万1千円

自

依

存

主

市 民 税 13億3,245万1千円
固定資産税 19億3,557万8千円
軽自動車税 1億1,085万9千円
市町村たばこ税 2億3,100万円
入 湯 税 373万9千円

財

財

源

源

歳 入
241億

3,960万円

歳 出
241億

3,960万円

36億1,362万7千円
15.0％

市　税 

36億3,980万円
15.1％

市　債 

19億9,900万1千円
8.3％

繰入金 

75億円
31.1％

地方交付税 

31億2,455万6千円
12.9％

国庫支出金 

14億3,910万1千円
6.0％

県支出金 

7億6,273万1千円
3.1％

分担金・負担金 
使用料・手数料 

14億6,100万9千円
6.0％

地方譲与税・地方消費税交付金 
その他 

5億9,977万5千円
2.5％

繰越金・諸収入 
その他 

49億8,160万3千円
20.6％

民生費 

40億7,096万円
16.9％

土木費 

38億1,001万7千円
15.8％

公債費 
28億4,740万2千円

11.8％

総務費 

28億3,290万6千円
11.7％

教育費 

27億9,797万2千円
11.6％

衛生費 

15億2,142万4千円
6.3％

農林水産業費 
7億8,018万2千円

3.2％

消防費 

4億9,713万4千円
2.1％

議会費・商工費・その他 

 

 

 

 

 

市民1人が負担する税額 
総額  68,611円 

固定資産税 

36,750円 

4,386円 

71円 

25,299円 

2,105円 

市民税 

軽自動車税 

市たばこ税 

入湯税 

市
役
所 

町 

債 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民1人に使われるお金 
総額  458,335円 

24,252円 28,887円 

53,125円 53,788円 

54,063円 72,340円 

77,295円 94,585円 

土木費 民生費 

総務費 公債費 

衛生費 教育費 

消防費・議会費・その他 農林水産業費 

国
の
三
位
一
体
改
革
推
進
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
減
額
、国
県
補
助
事
業
の
縮
小
や
廃
止
な

ど
に
よ
り
、財
源
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
の
グ
ラ
フ
か
ら
市
に
入
っ
て
く
る
お

金
で
あ
る「
歳
入
」を
み
て
く
だ
さ
い
。国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
が
少
な
く
な
っ
た

と
は
い
え
、歳
入
の
大
部
分
は
国
や
県
な
ど
に

頼
る
お
金
で
依
存
財
源（
七
一
・
一
％
）と
よ
ば

れ
る
も
の
で
す
。そ
の
ト
ッ
プ
が
、市
が
一
定
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
交
付
さ
れ

る「
地
方
交
付
税
」で
全
体
の
三
一
・
一
％
を
占

め
て
い
ま
す
。次
に
多
い
の
が
、大
き
な
事
業
を

す
る
と
き
に
財
源
の
不
足
分
を
長
期
で
借
り
入

れ
る「
市
債
」で
す
。合
併
特
例
債
を
は
じ
め
、事

業
の
緊
急
度
や
効
果
を
十
分
に
考
慮
し
有
利
な

も
の
を
選
び
、前
年
度
よ
り
一
五
・
九
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、市
が
自
ら
賄
え
る
お
金
で
、自
主
財
源

（
二
八
・
九
％
）と
よ
ば
れ
る
も
の
の
う
ち
、最
も

多
い
の
が
、皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く「
市

税
」で
、前
年
度
よ
り
一
・
六
％
増
の
三
十
六
億

一
千
三
百
六
十
二
万
七
千
円（
一
五
・
〇
％
）を

見
込
ん
で
い
ま
す
。次
に
多
い
の
が
各
基
金
か

ら
の「
繰
入
金
」で
全
体
の
八
・
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。次

に
使
わ
れ
る
お
金
で
あ
る「
歳
出
」を

目
的
別
に
下
の
グ
ラ
フ
か
ら
み
て
み
ま
す
。

「
民
生
費
」が
ト
ッ
プ
で
四
十
九
億
八
千
百
六
十

万
三
千
円
と
全
体
の
二
〇
・
六
％
を
占
め
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、福
祉
や
保
健
、医
療
な
ど
に
関

す
る
経
費
で
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
が
積
極
的

に
進
め
ら
れ
ま
す
。次
に
多
い
の
が
道
路
整
備

や
住
宅
建
設
整
備
、公
園
整
備
な
ど
に
使
わ
れ

る「
土
木
費
」で
全
体
の
一
六
・
九
％
で
す
。

歳入 

歳出 
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国
道
・
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
継
続
的
な
事
業
促

進
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路

網
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

徳
重
地
区
お
よ
び
湯
之
元
第
一
地
区
の
区
画
整
理
事

業
や
紙
屋
敷
・
中
園
・
新
宮
住
宅
の
整
備
な
ど
、
住
環

境
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

伊
集
院
地
域
の
「
ゆ
す
い
ん
バ
ス
」
を
充
実
さ
せ
、

他
の
三
地
域
と
同
じ
よ
う
に
百
円
バ
ス
と
し
て
運
行
し
、

市
内
の
周
遊
性
を
高
め
る
よ
う
な
路
線
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

学
校
や
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

つ
な
ぐ
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
や
防
火
水
槽
の
設
置

な
ど
防
災
設
備
と
、
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
等
の
交
通
安
全
設

備
の
整
備
を
図
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
市
内
の
公
共
施
設
を

光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
結
ぶ

農
業
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
活
動
火
山
周
辺
地
域
防

災
対
策
営
農
事
業
や
か
ご
し
ま
園
芸
タ
ウ
ン
産
地
整
備

事
業
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
農
林
道
整

備
事
業
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
新
規

就
農
・
後
継
者
育
成
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

江
口
浜
海
浜
公
園
整
備
事
業
や
漁
港
整
備
を
進
め
ま

す
。各

種
イ
ベ
ン
ト
補
助
事
業
を
継
続
し
、
地
場
産
業
や

商
工
業
の
育
成
に
努
め
る
ほ
か
、
風
情
あ
る
温
泉
街
の

整
備
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ
る
集
客
力
向
上
の
た
め
の

組
織
を
立
ち
上
げ
、
商
工
会
と
連
携
し
な
が
ら
観
光
振

興
を
図
り
ま
す
。

上
与
倉
地
区
や
高
山
地
区
の
体
験
交
流
を
拡
大
す
る

な
ど
モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
都
市
と
の
交
流
に
よ
る

観
光
農
業
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

▼
ソ
リ
ダ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
設
置

無
人
ヘ
リ
の
導
入

コミュニティバス事業費 3,288

国際交流員招致事業費 1,055

県議会議員選挙費 650

国際交流事業費 214

姉妹・友好都市交流事業費 215

地域イントラネット基盤施設整備事業

76,700

はり・きゅう等施術費助成金 838

高齢者タクシー運賃助成金 634

ひとり親家庭医療費助成金 1,674

児童手当支給事業 24,141

重度心身障害者医療費助成金 12,624

介護予防・生きがい活動支援事業費 9,510

障害者補装具給付事業費 2,252

身体障害者施設事業費 20,665

身体障害者居宅事業費 2,677

特別障害者手当 2,136

生きがい活動支援通所事業 1,393

生活支援ハウス運営事業費 1,485

地域子育て支援センター事業費 1,301

ウミガメ保護監視員設置事業費 286

クリーンリサイクルセンター運営費 38,912

塵芥処理事業費 16,335

乳幼児医療費助成金 3,313

がん検診等事業 4,329

健康づくり推進対策事業費 413

健康診査費 2,992

子育て支援事業費 579

母子健康診査事業費 1,733

かごしま園芸タウン産地条件整備事業費

1,999

活動火山周辺地域防災営農対策事業費8,928

稲作生産システム確立推進事業費 692

漁港建設費 4,036

県営かんがい排水事業費 10,515

県営中山間地域総合整備事業費 7,005

県営土地改良事業費 10,145

元気な地域づくり事業費 1,008

江口浜海浜公園整備事業費 2,400

新規就農・後継者育成事業費 2,485

森林整備地域活動支援事業費 1,616

畜産基盤再編総合整備事業 4,203

中山間地域等直接支払交付金事業費 5,807

農道等施設整備事業費 5,791

物産館増築整備事業費 3,221

イベント補助事業 1,223

商工業振興費 3,155

キャンプ村管理運営費 367

さつま湖公園管理費 434

江口浜海浜公園管理費 651

がけ地近接危険住宅移転事業 1,607

道路新設改良費 127,768

道路維持管理費 7,058

まちづくり交付金街路整備事業費 21,386

河川維持管理費 1,746

住宅建設費 75,457

公営住宅維持補修費 1,350

公共下水道事業 21,921

公園管理費 1,838

土地区画整理事業 119,333

特殊地下壕対策事業 480

消防施設整備費 3,533

消防本部費 62,391

非常備消防総務管理費 8,437

防災行政無線費 1,673

体育施設費 70,266

外国青年招致事業費 2,005

自治会育成交付金 6,837

自治会活性化補助金 3,115

小学校建設事業費 10,665

小学校維持補修費 2,302

中学校建設事業費 2,180

中学校維持補修費 1,272

文化事業費 2,355

埋蔵文化財費 4,005

図書館用図書購入費 1,720

社会教育指導員費 3,227

成人教育事業費 708

青少年教育事業費 799

▲ 整備の進む徳重地区区画整理

社会基盤 
生活環境 
の 整 備  

▲ 産地化をめざすソリダゴ（キク科の花）栽培

産業経済 
の 振 興  

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
妊
婦
検
診

の
無
料
受
診
の
拡
充
や
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
自
己
負

担
限
度
額
引
き
下
げ
に
よ
る
制
度
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

子
育
て
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
建
設
や
延
長
保
育
の
実
施
な
ど
保
育
内
容
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

老
人
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
計
画
を
策
定
し
、

計
画
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
高
齢
者
福
祉
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

各
地
域
で
の
保
健
推
進
体
制
の
充
実
を
図
り
、
病
気

や
介
護
に
対
す
る
予
防
事
業
を
積
極
的
に
進
め
、
き
め

細
か
い
質
の
高
い
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

▼
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
を
充
実

小
中
学
校
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
教
育
環

境
の
整
備
を
図
る
ほ
か
、「
の
び
ゆ
く
塾
事
業
」
を
市

全
域
に
拡
大
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
努
め
ま

す
。市

内
す
べ
て
の
地
区
公
民
館
に
社
会
教
育
指
導
員
を

配
置
し
、
公
民
館
を
拠
点
に
し
た
生
涯
学
習
活
動
、
地

域
づ
く
り
活
動
の
強
化
充
実
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
や
ふ
る
さ
と
学
寮
を
継
続
し
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
、
時
代
を
担
う
青
少
年
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

文
化
会
館
や
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
自
主
事
業
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
体
育
施
設
の
計
画
的
な
整
備
、

吹
上
浜
一
帯
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
施
設
を
中
心
に
、

合
宿
を
中
心
と
し
た
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

▼
確
か
な
学
習
の
定
着
の
た
め
に

四
地
域
に
学
習
支
援
を
拡
大

（
月
一
回
土
曜
日
に
開
設
）

▲ 子育て支援事業を充実させます

保険・医療 
福祉の充実 

▲ 建設の進む伊集院ドーム（伊集院総合運動公園）

教育・文化 
の 充 実  

（単位：万円） 

当初予算の主なもの 

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費 

総 務 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

（単位：万円） （前頁より） 

（次頁へ） 



����� �����	
 ������� �����	
��

①
国
、
県
ま
た
は
そ
の
他
の
公
共
機
関
等
が
実
施
す
る
事
業
に
参
加
す

る
場
合

②
公
益
的
目
的
を
も
っ
て
独
自
で
先
進
地
（
海
外
含
む
）
を
視
察
研
修

す
る
場
合
、
ま
た
は
地
域
活
性
化
等
の
た
め
の
調
査
研
究
な
ど
を
行

う
場
合

①
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

に
在
学
す
る
成
績
優
秀
な
児
童
、
生
徒
ま
た
は
学
生
で
あ
っ
て
、
研

修
意
欲
が
お
う
盛
で
あ
る
者

②
農
林
漁
業
従
事
者
で
、
自
立
経
営
農
林
漁
家
と
し
て
他
の
農
林
漁
業

者
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
に
あ
る
者
ま
た
は
今
後
、
自

立
経
営
を
目
指
す
者

③
商
工
業
従
事
者
で
、
経
営
の
合
理
化
ま
た
は
研
究
に
よ
っ
て
近
代
的

経
営
を
営
み
、
他
の
商
工
業
者
の
模
範
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
的
立
場

に
あ
る
者
ま
た
は
今
後
近
代
的
商
工
業
を
目
指
す
者

④
各
種
の
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
達
成
に
尽
力

し
、
貢
献
度
が
高
く
若
し
く
は
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
に
あ
る
者
ま
た
は

今
後
類
似
の
活
動
が
期
待
で
き
る
者

補
助
対
象
経
費
の
十
分
の
七
以
内
の
額
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
国
内
研
修
に
つ
い
て
は
十
万
円
を
上
限
と
し
、
国
外
研
修

に
つ
い
て
は
三
十
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
は
、
受
講
料
、
参
加
費
、
宿
泊
費
、
交
通
費
な
ど
の

経
費
で
、
土
産
代
や
懇
親
会
費
用
、
食
糧
費
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
。

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
事
業
実
施
決
定
な
ど
各
種
手
続

き
を
含
め
、
事
業
実
施
日
の
三
か
月
前
を
目
安
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

①
申
請
者
が
団
体
に
属
す
る
場
合
は
、
当
該
団
体
の
推
薦
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

②
事
業
実
施
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
選
考
委
員
会
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

③
そ
の
他
、
事
業
実
施
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
日
置
市
人
材
育
成
研
修

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
ご
確
認
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

日
置
市
役
所
総
務
企
画
部
総
務
課

日
置
市
伊
集
院
町
郡
一
丁
目
一
〇
〇
番
地

牲
０
９
９
（
２
７
３
）
２
１
１
１

＊
各
支
所
地
域
振
興
課
に
お
い
て
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
の
散
布
し
た
農
薬
が
飛
散
し
て
隣
の
農
家
に
迷
惑
を
か
け

た
り
、
ま
た
他
人
の
農
地
か
ら
飛
散
し
た
農
薬
で
迷
惑
を
被
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
農
薬
散
布
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

散
布
す
る
場
合
、
そ
の
旨
を
周
り
の
栽
培
者
に
伝
え
る
な
ど
、

日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
地
域
の
農
家
同
士

の
連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

飛
散
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
に
、
工
夫
し
て
散
布
し
ま
し
ょ

う
。

◎

散
布
量
が
多
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

散
布
は
必
要
最
小
限
の
量
と
区
域
で
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

◎

風
の
弱
い
時
に
、
風
向
き
に
気
を
つ
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

風
下
に
別
の
作
物
が
あ
る
と
き
は
特
に
注
意
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

◎

散
布
の
方
向
や
位
置
に
気
を
つ
け
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
で

き
る
だ
け
作
物
の
近
く
か
ら
、
作
物
だ
け
に
か
か
る
よ
う
に

散
布
し
ま
す
。
農
場
の
端
で
の
散
布
は
外
側
か
ら
内
側
に
向

け
て
行
い
ま
す
。

◎

細
か
す
ぎ
る
散
布
粒
子
の
ノ
ズ
ル
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、

散
布
圧
力
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
粒
子
が

細
か
い
ほ
ど
、
ま
た
圧
力
を
高
め
る
ほ
ど
、
飛
散
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

◎

タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
は
き
れ
い
に
洗
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
し
っ

か
り
洗
わ
な
い
で
使
用
す
る
と
、
以
前
使
用
し
た
農
薬
が
、

登
録
の
な
い
作
物
か
ら
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
飛
散
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
周
り
の
栽
培

者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
や
制
度
の
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
と
お
り
。

・
日
置
市
役
所
本
庁
（
牲
２
７
３
‐
２
１
１
１
）
お
よ
び
各
支
所

農
林
水
産
課

・
日
置
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
牲
２
７
３
‐
３
１
１
１
）

・
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
牲
２
７
３
‐
２
１
２

４
）
お
よ
び
各
営
農
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ま
で
は
、
残
留
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
農
薬
は
、
残

留
量
に
か
か
わ
ら
ず
規
制
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
残
留
農
薬
基
準
値
が
な
い
農
薬
に
も
、

「
人
の
健
康
を
損
な
う
恐
れ
の
な
い
量
」
と
し
て
〇
・
〇
一
ppm
と

い
う
低
い
数
値
が
基
準
値
と
し
て
設
定
さ
れ
、
農
産
物
に
付
着
す

る
農
薬
の
ほ
と
ん
ど
に
個
別
の
残
留
基
準
か
〇
・
〇
一
ppm
と
い
う

一
律
基
準
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
基
準
値
を
超
え
た
農
産
物
は
出
荷
停
止
や
回
収
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　公益的な目的をもって個人や団体で、地域活性化などのための

調査研究や先進地視察を実施し、積極的な自立経営や近代的な取

り組みを目指す人や、将来の活動が期待できる人に対して、その

積極的な研修活動等を支援します。 

対
象
事
業 

補
助
金
額 

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先 

手
続
き
・
そ
の
他 

対
象
者 

　
農
産
物
に
残
留
す
る
農
薬
の
規
制
対
象
を
一
気
に
拡
大
す
る
「
残
留
農
薬
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
」
が
、
食

品
衛
生
法
の
改
正
で
五
月
二
十
九
日
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
は
農
薬
等
が
一
定
量
を
超
え
て
残
留
す
る
農
産
物
等
の
流
通
を
原
則
と
し
て
禁
止
す
る
制
度
で
、
農
薬
散

布
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
概
要
と
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

〇
・
〇
一
ppm
っ
て
、ど
れ
ぐ
ら
い
の
量
？ 

残
留
農
薬
基
準
は
、
通
常
一
㎏
の
農
産
物
あ
た
り
に
残
留

す
る
農
薬
の
量
の
限
度
（
㎎
）
と
し
て
「
ppm
」
と
い
う
単
位

で
表
さ
れ
ま
す
。

ppm
と
は
、parts

per
m
illion

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
「
百
万
分
の
一
」
の
こ
と
で
す
。
〇
・
〇
一
ppm
は
「
一

億
分
の
一
」
に
な
り
ま
す
。

◆
一
ppm
は
一
㎏
の
農
産
物
の
中
の
一
㎎
（
千
分
の
一
ｇ
）
に

相
当
し
ま
す
。

◆
〇
・
〇
一
ppm
は
一
㎏
の
農
産
物
の
中
の
〇
・
〇
一
㎎
（
十

万
分
の
一
ｇ
）
に
相
当
し
ま
す
。

薬
散
布
に

用
心

農 

ご 

不
用
意
な
農
薬
散
布
は
や
め
て 

食
の
安
全
を
守
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト 

飛
散
を
抑
え
る 

対

策

を 
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観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
江
口
浜
ビ
ー
チ

サ
ー
ビ
ス
が
、「
き
れ
い
な

観
光
地
づ
く
り
」で
表
彰

観
光
ま
ご
こ
ろ
県
民
運
動
推
進
会
議
（
会
長

伊
藤
祐
一
郎
県
知
事
）
に
よ
る｢

観
光
ま
ご
こ
ろ

県
民
運
動｣

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
二
月
十
五
日
に

鹿
児
島
県
庁
で
開
催
さ
れ
、
東
市
来
地
域
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
『
江
口
浜
ビ
ー
チ
サ
ー
ビ
ス
』（
西
村
浩
二

代
表
）
が
、
美
化
清
掃
運
動
部
門
で
「
き
れ
い
な

観
光
地
づ
く
り
」
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
法
人
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
定
期
的
に
江
口

浜
周
辺
の
環
境
整
備
活
動
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

海
岸
清
掃
後
の
ゴ
ミ
を
入
場
料
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク

な
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
観
光
か
ご
し

ま
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

おもしろおかしく田植え劇
笑いの渦に包まれる

東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

稲荷神社
お田植え祭

春の訪れを告げる｢お田植え祭｣が３月３日、湯之

元の稲荷神社であり、肌寒い天候にもかかわらず

市内外から大勢の人が詰め掛け、境内を埋めました。

この祭りは、二百年以上も前から行われている

もので、水田をかたどった土俵ぐらいの広さの場

所で、テチョ役（亭主）・カカ役（妻）・オンジョ役（父

親）による田起こしや田植え休憩の茶飲みの様子

を鹿児島弁でおもしろおかしく演じる即興劇が人

気。役者の一挙一動に、境内は和やかな笑いの渦に

包まれました。

このほか、五つ太鼓やひょっとこ踊りなども披

露され、今年一年の五穀豊穣と無病息災を祈りま

した。

母子保健活動を視察
熱心に意見交換

ベトナム
視 察 団

２月22日、ベトナムの医師や女性団体の代表などが、

東市来保健センターを訪れ、同センターで実施してい

た１歳６か月児健診などの取り組みを視察しました。

一行は、日本の妊産婦と乳幼児の健康支援策を学ぼ

うとするもので、母子手帳の交付から妊産婦への指導

助言、健診などについて担当の保健師から説明を受け

た後、幼児の身体測定や歯科健診、育児相談を見学し

ました。

また、母子保健推進員、保健師との意見交換会もあ

り ｢開業医と行政との連携は？｣｢ボランティアの研修

の手段は？｣など熱心に質問していました。

アジアはおまかせ
３か国の文化を学ぶ

鶴丸小
総合的な
学習

２月22日、鶴丸小学校の３年生から６年生の児童（116

人）が総合的な学習として、韓国・中国・マレーシア

の文化を学び、ゲームなどを楽しみました。

講師は、南さつま市国際交流員の申森さん（中国）

と日置市国際交流員のザカリア・ビン・ムスタファさ

ん（マレーシア）、成希哲さん（韓国）の３人。３人

はそれぞれ、自国の文化を紹介しながら、日本との生

活習慣の違いなどを話し、児童は興味深そうに聞き入っ

ていました。

また、中国の｢鷹と鶏のゲーム｣や韓国の｢おたまじゃ

くしの踊り｣を一緒になって楽しみました。

スン スン

ソン ヒ チョル



����� �����	
 ������� �����	
��

伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院情報をお寄せください

平
成
十
二
年
に
旧
伊
集
院
町
と
立
地

協
定
を
締
結
し
て
い
た
㈱
明
興
テ
ク
ノ

ス
（
本
社
・
鹿
児
島
市
、
資
本
金
五
千

万
円
、
山
ノ
内
文
治
社
長
）
が
、
昨
夏

か
ら
清
藤
工
業
団
地
に
建
設
し
て
い
た

新
工
場
「
明
興
テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
ト
日
置

工
場
」
が
完
成
し
、
三
月
十
七
日
、
同

工
場
で
落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
は
上
下
水
道
の
電
気
設
備
を
中

心
に
、
各
種
配
電
盤
の
設
計
か
ら
施
工
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

自
動
制
御
や
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ま
で
一

貫
し
て
で
き
る
県
を
代
表
す
る
メ
ー
カ
ー
。

山
ノ
内
青
治
会
長
が
昭
和
二
十
一
年
に

伊
集
院
町
で
開
業
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

創
業
六
十
周
年
を
記
念
す
る
創
業
地
で

の
新
工
場
建
設
と
な
り
ま
し
た
。

新
工
場
は
床
面
積
約
三
千
百
二
十
㎡
。

地
元
か
ら
約
二
十
五
人
も
雇
用
し
、
す

で
に
二
月
か
ら
試
験
的
に
操
業
を
開
始
。

最
新
設
備
の
導
入
に
よ
り
、
さ
ら
に
高

品
質
な
配
電
盤
な
ど
の
製
造
に
取
り
組

み
、
鹿
児
島
市
の
七
ツ
島
工
場
と
合
わ

せ
、
業
務
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

創
業
60
周
年
を
機
に
創
業
地
に
新
工
場
建
設

㈱
明
興
テ
ク
ノ
ス

伊
集
院
町
北
地
区
公
民
館
の
子
ど
も

会
育
成
会
が
主
催
す
る
「
日
置
森
林
公

園
遠
行
」
が
三
月
四
日
に
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
親
ぼ
く
を
深
め
、
体

力
づ
く
り
と
自
然
に
親
し
む
機
会
を
と

行
わ
れ
て
い
る
行
事
で
今
回
十
三
回
目
。

小
学
校
の
遠
足
が
終
わ
っ
た
ば
か
り

と
あ
っ
て
例
年
よ
り
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
上
神
殿
公
民
館
を
出
発
し

て
森
林
公
園
ま
で
の
約
二
・
五
㌔
の
坂

道
を
、
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が

ら
元
気
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

公
園
へ
の
進
入
口
か
ら
毎
年
、
五
本

ず
つ
植
え
て
い
た
桜
の
植
樹
は
今
年
が

最
後
。
園
内
に
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

植
樹
の
後
は
、
市
役
所
農
林
水
産
課
の

指
導
で
木
工
に
挑
戦
。
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
る
、
鳥
を
呼
び

寄
せ
る
た
め
の
道
具
「
バ
ー
ド
コ
ー
ル
」

を
、
保
護
者
も
一
緒
に
な
っ
て
作
り
ま

し
た
。
工
作
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か

ら
ず
、
中
に
は
参
加
で
き
な
か
っ
た
友

達
の
分
ま
で
と
何
個
も
作
る
子
も
。
早

速
、
園
内
で
バ
ー
ド
コ
ー
ル
を
鳴
ら
し
、

鳥
を
呼
び
寄
せ
る
な
ど
、
す
っ
か
り
春

め
い
た
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

三
月
十
八
日
、
伊
集
院
文
化
会
館
で

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
と
生
き
が
い
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
伊
集
院

地
域
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
の
影
絵
を
使
っ
た

紙
芝
居
で
始
ま
り
、
青
少
年
海
外
派
遣

事
業
に
参
加
し
た
伊
集
院
高
校
二
年
生

の
前
之
園
沙
織
さ
ん
が
イ
ギ
リ
ス
で
の

語
学
研
修
や
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験

を
発
表
。

あ
こ
が
れ
の
海
外
で
の
生
活
、
自
分

の
目
で
見
た
外
国
の
街
や
人
の
様
子
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
ふ
れ
あ
い
を

振
り
返
り
「
多
く
の
感
動
や
驚
き
、
共

感
や
疑
問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や

価
値
観
の
違
い
に
触
れ
、
視
野
の
狭
い

世
界
を
持
っ
て
い
た
自
分
に
気
づ
か
さ

れ
た
。
広
い
視
野
を
持
て
る
よ
う
に
、

多
く
の
経
験
を
積
み
、
世
界
や
日
本
を

多
く
の
面
か
ら
見
れ
る
人
に
な
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
「
生
き
が
い
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
。
尾
堂
栄
文
さ
ん
（
上
土
橋
）
が

棒
踊
り
保
存
会
の
取
り
組
み
を
、
濱
田

代
津
子
さ
ん
（
妙
円
寺
六
区
）
が
高
齢

者
学
級
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
、

四
元
美
紗
さ
ん
（
徳
重
東
）
が
婦
人
会

活
動
の
子
育
て
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
取
り
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
。
生
き

が
い
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

は
、
自
分
の
ま
わ
り
の
課
題
を
ど
う
や
っ

て
解
決
し
て
い
く
か
で
あ
り
、
そ
れ
は

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
と
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し

た
。ロ

ビ
ー
で
あ
っ
た
生
涯
学
習
講
座
の

作
品
展
示
や
図
書
の
無
料
配
布
も
好
評

で
し
た
。

吹
上
地
域
の
亀
原
工
業
団
地
に
㈱
ア

イ
・
ケ
ー
・
フ
ー
ズ（
資
本
金
二
千
万
円
、

岩
切
武
夫
社
長
）の
進
出
が
決
ま
り
、三

月
十
六
日
に
市
中
央
公
民
館
で
立
地
協

定
書
の
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

同
社
は
、大
豆
発
酵
に
よ
る
新
商
品

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
、豆
腐
製
造

を
主
と
す
る
㈱
い
わ
き
り（
本
社
・
鹿
児

島
市
、本
工
場
・
伊
集
院
町
、資
本
金
三

千
万
円
、岩
切
武
夫
社
長
）が
、発
酵
豆

乳
や
発
酵
豆
腐
な
ど
の
新
商
品
を
製
造

す
る
新
会
社
と
し
て
今
年
二
月
に
設
立
。

七
月
の
操
業
を
目
指
し
、十
五
人
の
新

雇
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

調
印
式
に
は
県
企
業
立
地
推
進
室
の

駒
路
和
典
室
長
が
立
会
い
、宮
路
市
長

と
岩
切
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署

名
、押
印
、お
互
い
に
固
い
握
手
を
交
わ

し
、今
後
の
発
展
を
期
し
ま
し
た
。

宮
路
市
長
は「
日
置
市
と
し
て
最
初

の
立
地
協
定
で
う
れ
し
い
限
り
。地
域

に
根
ざ
し
た
企
業
と
し
て
、市
も
で
き

る
限
り
支
援
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い

さ
つ
。岩
切
社
長
は「
で
き
る
だ
け
早
く

操
業
で
き
る
よ
う
に
努
め
、市
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
」と
こ
た
え
ま
し
た
。

地
域
雇
用
の
拡
充
、地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

吹
上
の
亀
原
工
業
団
地
に
㈱
ア
イ
・
ケ
ー
・
フ
ー
ズ
が
進
出

新
市
初
の
企
業
立
地

待
望
の
公
民
館
完
成

猪
鹿
倉
公
民
館
落
成
式

猪
鹿
倉
公
民
館
が
完
成
し
、
三
月
五

日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
館
は
、
公
民
館
に
は
め
ず
ら
し

い
鉄
骨
構
造
で
、
室
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
三
月
か
ら
計

画
、
建
設
費
は
約
三
千
四
百
万
円
。
市

か
ら
の
補
助
金
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の

資
金
が
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

式
の
中
で
、
山
口
徳
二
自
治
会
長
は

「
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
立
派
な
館
が

で
き
て
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
住
民
と

共
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

伊
集
院
の
味
と
香
り
を
Ｐ
Ｒ

伊
集
院
物
産
展

三
月
一
日
か
ら
一
週
間
、鹿
児
島
市
の
山
形
屋

デ
パ
ー
ト
で
伊
集
院
物
産
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
集
院
地
域
で
生
産
さ
れ
る
特
産
品
や
農
産
物
の

宣
伝
販
売
を
促
進
し
、新
た
な
販
路
拡
大
、地
場
産

業
の
振
興
を
目
指
す
も
の
で
、今
回
が
二
十
七
回

目
。今

年
は
十
三
店
舗
が
参
加
、店
頭
に
は
商
品
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。毎
年
、楽
し
み
に
し

て
い
る
常
連
客
も
多
く
、特
に
ふ
く
れ
菓
子
は
入

荷
す
る
の
を
待
つ
人
が
で
る
ほ
ど
の
人
気
。

「
ミ
ス
ひ
お
き
」も
店
頭
で
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
い
、

総
売
上
は
一
千
万
円
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

北地区
森林公園
遠 行

春の息吹の中
植樹や木工を楽しむ

▲ シンポジウムに参加した尾堂さん、濱田さん、四元さん（左から）

▲ 体験発表をする前之園さん

伊集院地域
生涯学習
フェア

生涯学習は
生きがいづくり

まちづくり
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

万
感
を
胸
に
旅
立
ち

日
吉
中
学
校
卒
業
式

三
月
十
四
日
、
日
吉
中
学
校
第
三
十

四
回
卒
業
式
が
あ
り
、
男
子
三
十
一
人
、

女
子
三
十
四
人
が
中
学
校
三
年
間
の
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
胸
に
、
卒
業
証
書

を
手
に
し
ま
し
た
。

合
併
後
初
め
て
の
中
学
校
卒
業
式
に
、

宮
路
市
長
も
出
席
。
校
長
先
生
か
ら
卒

業
証
書
を
一
人
一
人
受
け
取
る
姿
を
見

て
「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
卒

業
生
の
り
っ
ぱ
な
姿
に
大
変
頼
も
し
い

感
じ
が
し
た
。
ま
た
地
域
の
多
く
の
方
々

が
卒
業
式
に
出
席
さ
れ
、
一
緒
に
祝
福

を
し
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
動
し
て
い

る
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
添
え
ら
れ
ま

し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
二
大
会
連
続
の
優
勝

吉
利
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

二
月
二
十
六
日
に
あ
っ
た
第
二
十
回

鹿
児
島
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
送
別

大
会
（
Ｃ
パ
ー
ト
）
と
、
三
月
五
日
に

あ
っ
た
第
八
回
鹿
児
島
県
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
新
人
大
会
（
Ｂ
ラ
ン
ク
）
で
、

吉
利
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
（
内
村
友

治
監
督
・
団
員
22
人
）
が
二
大
会
連

続
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

送
別
大
会
は
鹿
児
島
市
の
吉
田
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
予
選
を
益
山
（
川

薩
）
に
二
対
〇
、
牧
の
原
Ｊ
Ｖ
Ｃ
（
姶

良
）
に
二
対
一
で
勝
利
。
準
決
勝
の
樋

脇
一
心
会
（
薩
摩
）
を
接
戦
な
が
ら
も

ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦

は
、
伊
集
院
Ｖ
６
と
対
戦
。
準
決
勝
の

勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
選
手
と
応
援
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。

卒
業
間
近
の
六
年
生
に
は
う
れ
し
涙
の

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
新
人
大
会
は
い
ち
き
串
木
野

市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
宮
川
（
鹿
児

島
）
と
石
谷
（
鹿
児
島
）
と
の
予
選
を

一
セ
ッ
ト
も
落
と
さ
ず
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
へ
進
み
、
か
い
も
ん
（
揖
宿
）

と
の
準
々
決
勝
、
春
山
（
鹿
児
島
）
と

の
準
決
勝
を
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
し
、
決

勝
戦
へ
。
決
勝
戦
で
は
隈
之
城
（
薩
摩
）

に
一
セ
ッ
ト
取
ら
れ
た
も
の
の
、
粘
り

と
元
気
が
身
上
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ

り
、
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

同
少
年
団
は
、
創
部
二
十
六
年
目
を

迎
え
、
現
在
、
吉
利
・
日
置
・
日
新
小

学
校
か
ら
二
十
二
人
の
団
員
が
集
ま
り
、

週
三
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
体

力
・
技
術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
い

さ
つ
・
礼
儀
な
ど
の
マ
ナ
ー
や
、
た
く

ま
し
さ
・
思
い
や
り
の
心
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

関
係
者
は
「
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

が
発
揮
で
き
、
吉
利
・
日
置
・
日
新
小

の
選
手
お
よ
び
指
導
者
、
育
成
会
が
一

体
と
な
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
大
き

な
感
動
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

▲ 送別大会

▲ 新人大会

▲ 卒団写真

三
月
十
三
日
、
日
吉
中
学
校
の
全
校

朝
礼
で
、
伊
集
院
警
察
署
長
よ
り
、
同

中
生
徒
会
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
学
校
近
く
の
日
吉
駐
在

所
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
花
園
」
で
、
一

年
を
通
し
て
四
季
折
々
の
花
を
育
て
、

環
境
美
化
に
貢
献
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
対
す
る
も
の
。
同
中
で
は
十

年
を
越
え
る
長
い
間
、
丹
精
込
め
て
花

を
育
て
続
け
、
田
代
巡
査
部
長
や
田
淵

巡
査
長
は
も
ち
ろ
ん
、
駐
在
所
を
訪
れ

る
地
域
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま

し
た
。

生
徒
会
長
の
古
垣
寿
子
さ
ん
は
「
今

回
の
表
彰
は
、
今
ま
で
十
年
以
上
に
わ

た
り
、
先
輩
や
先
生
方
が
続
け
て
き
た

功
績
に
よ
る
も
の
。
私
た
ち
生
徒
会
も

し
っ
か
り
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ

か
ら
も
光
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と
元

気
に
お
礼
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

同
中
で
は
海
岸
清
掃
や
市
役
所
支
所

付
近
の
清
掃
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問

な
ど
一
年
を
通
し
て
、
伝
統
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

伊集院
警察署
感謝状

長年、花を育ててきた功績
日吉中学校に感謝状

商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る
第
三
十

回
日
吉
町
公
民
館
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
三
月
十
九
日
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

日
新
、
草
原
、
熊
野
、
南
区
、
中
区

の
五
公
民
館
か
ら
参
加
し
た
十
三
チ
ー

ム
に
日
吉
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
商
工

会
青
年
部
の
二
チ
ー
ム
が
加
わ
り
、
一

般
の
部
、
女
子
の
部
に
分
か
れ
、
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

一
般
の
部
の
優
勝
は
草
原
公
民
館
Ｂ

チ
ー
ム
、
準
優
勝
は
熊
野
公
民
館
チ
ー

ム
、
第
三
位
は
日
新
公
民
館
Ａ
チ
ー
ム

と
Ｂ
チ
ー
ム
で
し
た
。

ま
た
、
女
子
の
部
で
は
優
勝
が
熊
野

公
民
館
チ
ー
ム
、
準
優
勝
が
草
原
公
民

館
チ
ー
ム
、
第
三
位
が
南
区
公
民
館
チ
ー

ム
で
し
た
。

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
が
た
た
り
、
足

が
動
か
ず
、
目
の
前
に
落
ち
る
ボ
ー
ル

を
歯
が
ゆ
い
思
い
で
見
て
悔
し
そ
う
に

す
る
顔
、
そ
れ
を
見
て
や
じ
を
飛
ば
す

応
援
団
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

公民館対抗
ソフトバレーボール
大会

応援団のやじに
笑いが絶えず

三
月
十
四
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）
に
て
日
吉
町
戦
没

者
追
悼
式
が
開
か
れ
、
遺
族
や
一
般
市

民
、
各
団
体
代
表
な
ど
百
五
十
人
が
参

列
。
戦
没
者
を
悼
み
出
席
者
全
員
で
献

花
を
供
え
ま
し
た
。

日
吉
町
戦
没
者
追
悼
式
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

第
32
回
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

伊
作
ス
ポ
少
堂
々
準
優
勝
!!

県
下
２
２
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
三
月
五
日
か

ら
、
鹿
児
島
市
と
日
置
市
で
開
催
さ
れ
た
第
32

回
鹿
児
島
県
ち
び
っ
こ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、

伊
作
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
堂
々
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

伊
作
は
今
大
会
屈
指
の
女
子
エ
ー
ス
、
中
野
さ

ん
を
擁
し
、
組
織
力
と
ス
ピ
ー
ド
あ
る
攻
撃
で
一

回
戦
を
圧
勝
、
波
に
乗
り
、
順
当
に
駒
を
進
め
ま

す
。
準
決
勝
ま
で
の
７
試
合
で
62
得
点
、
２
失

点
と
投
打
が
が
っ
ち
り
か
み
合
っ
て
決
勝
へ
進
出
。

過
去
三
回
の
優
勝
を
誇
る
大
崎
と
対
戦
し
ま
し
た
。

決
勝
は
、
両
者
譲
ら
ず
迎
え
た
５
回
裏
、
伊
作

が
待
望
の
先
取
点
を
奪
い
３
点
を
先
行
。
が
、
直

後
の
６
回
表
、
大
崎
の
猛
攻
を
受
け
、
１
点
差
の

ま
ま
時
間
切
れ
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。

し
か
し
、
県
大
会
準
優
勝
の
快
挙
は
、
団
の
歴

史
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

船
こ
ぎ
祭
り
・
た
じ
ま
ど
ん
・
も
ち
ひ
っ
ぱ
れ

吹
上
に
春
呼
ぶ
ま
つ
り

　
春
の
農
繁
期
を
前
に
、
吹
上
地
域
の

各
所
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
豊
作
祈
願
の
お

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

も
ち
ひ
っ
ぱ
れ
・
三
月
二
十
一
日 

小
野
自
治
会
で
は
、
集
落
に
あ
る
奥

神
社
の
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
も

ち
ひ
っ
ぱ
れ
」
は
、
神
前
に
お
供
え
し

た
も
ち
の
お
下
が
り
を
、
田
の
神
様
の

前
で
五
穀
豊
穣
を
願
い
引
っ
張
り
合
う

行
事
。

も
ち
ひ
っ
ぱ
れ
は
、
二
〇
㌢
ほ
ど
の

棒
状
の
も
ち
を
口
で
引
き
合
い
ま
す
。

も
ち
の
伸
び
具
合
に
応
じ
て
、
押
し
た

り
引
い
た
り
。
負
け
る
と
食
べ
ら
れ
な

い
の
が
ル
ー
ル
で
す
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、「
そ
ら
引
け
」

「
今
じ
ゃ
」
と
い
う
声
援
の
中
、
顔
全

体
を
使
っ
て
も
ち
の
綱
引
き
に
挑
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
路
市
長
や
花
田

小
の
六
反
田
校
長
ら
も
参
戦
、
小
学
生

に
負
け
じ
と
奮
闘
し
ま
し
た
。

夜
は
公
民
館
で
田
の
神
講
。
翌
日
の

農
作
業
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
と
、

一
升
限
定
の
焼
酎
で
乾
杯
し
ま
す
。

宴
が
進
む
と
、
平
原
貞
雄
さ
ん
ら
祝

事
の
あ
っ
た
二
人
が
正
面
に
登
場
、
三

回
回
っ
て
「
ワ
ン
」
と
い
う
邪
気
払
い

の
あ
と
、
青
面
金
剛
の
掛
け
軸
を
巻
き

取
る
と
「
今
年
は
大
豊
作
じ
ゃ
が
」
と

声
が
か
か
り
ま
し
た
。

船
こ
ぎ
祭
り
・
三
月
十
九
日 

上
田
尻
の
船
木
神
社
で
は
、
猿
田
彦

命
が
海
上
安
全
の
重
責
を
果
た
し
た
と

い
う
伝
説
に
ち
な
ん
だ
「
船
こ
ぎ
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
大
小
五
十
隻
の
模
型

船
が
宝
殿
を
出
港
。
円
陣
を
組
ん
だ
氏

子
ら
に
よ
っ
て
境
内
の
海
を
航
海
し
、

再
び
宝
殿
へ
と
返
さ
れ
る
も
の
で
す
。

奉
納
さ
れ
て
い
る
模
型
船
は
日
置
市
誕

生
記
念
の
新
造
船
か
ら
、
江
戸
時
代
の

も
の
ま
で
で
、
ス
タ
イ
ル
も
多
様
で
す
。

境
内
を
う
め
た
八
十
人
は
、
模
型
船

を
「
エ
ン
ヤ
オ
ー
」
の
櫓
拍
子
と
と
も

に
目
の
前
で
三
回
ず
つ
繰
り
回
し
て
、

隣
の
人
に
手
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。

祭
り
が
終
わ
る
こ
ろ
、
神
社
周
辺
で

は
田
植
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
伝
統
芸
能
の
刀
踊
り

も
十
二
年
ぶ
り
に
復
活
。
高
校
二
年
生

か
ら
八
十
一
歳
ま
で
九
人
が
、
勇
壮
に

舞
い
、
祭
り
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

踊
り
手
は
「
不
思
議
と
体
が
覚
え
て

い
る
も
の
」
と
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、

伝
統
を
継
承
で
き
た
と
い
う
満
足
げ
な

表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

た
じ
ま
ど
ん
・
三
月
二
十
一
日 

東
宮
内
の
大
汝
牟
遅
神
社
で
は
、
豊

作
を
祈
願
す
る
牛
と
鼻
取
の
珍
妙
な
田

園
劇
「
た
じ
ま
ど
ん
」
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

農
夫
が
田
に
見
立
て
た
境
内
で
、
畦

を
築
こ
う
と
し
ま
す
が
は
か
ど
ら
ず
、

土
な
ら
し
に
牛
を
呼
び
ま
す
。
が
、
こ

の
牛
が
思
う
に
任
せ
ま
せ
ん
。
見
物
人

は
病
害
虫
を
払
う
と
い
う
ヤ
ツ
デ
の
実

を
竹
筒
で
吹
き
か
け
、
牛
を
促
し
ま
す

が
、
砂
を
ま
き
ち
ら
し
激
し
く
抵
抗
し

ま
す
。

や
が
て
暴
れ
疲
れ
た
牛
が
退
場
。
神

官
が
モ
ミ
を
ま
き
、
無
事
、
秋
の
豊
作

を
願
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
無
病
息
災
の
ご
利
益
が

あ
る
ト
ッ
ノ
コ
（
小
さ
な
お
に
ぎ
り
）

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

▲ 邪気を払う「３回回ってワン」

もち
ひ
っ
ぱれ

▼ とぼけた農夫の愉快なやりとり ▼ 勇壮に復活した刀踊り

▲ 働かない牛に竹筒でヤツデの実を ▲ 模型船を繰り回し「エンヤオー」

た
じ
ま
ど

ん

船
こ
ぎ
祭
り

こ
の
勝
負
だ
け
は
負
け
ら
れ
な
い

▲

▲ 準優勝した伊作ソフト団員（写真提供 岩城修さん）

和
田
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

親
子
の
絆
で
全
国
表
彰

和
田
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
が
社
団
法
人
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
か

ら
表
彰
を
受
け
三
月
八
日
、
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
同
会
が
長
年
に
わ
た
り
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
と
い

う
地
道
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
が
小
、
中
、
高
助
け
合
い
な
が
ら
一
生
懸
命

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
親
と
し
て
手
助
け
し
て
い
る
だ
け
で
す
」

と
、
同
会
の
下
野
照
男
さ
ん
。

先
輩
が
伝
え
後
輩
が
学
び
あ
う
。
和
田
地
区
の
気
負
い
の
な
い
活
動

が
評
価
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

台
湾
や
韓
国
な
ど
、
４
人
の
交
流
生

が
三
月
十
二
日
か
ら
二
週
間
滞
在
。
地

域
や
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流

を
行
い
ま
し
た
（
写
真
は
永
吉
小
）。

今
年
還
暦
を
迎
え
た
旧
伊
作
中
同
窓

生
が
そ
の
記
念
に
と
、
ふ
き
あ
げ
図
書

館
の
公
園
に
桜
を
植
え
ま
し
た
。

か
ら
い
も
交
流
・
春

還
暦
記
念
植
樹

吹
上
ハ
リ
ケ
ー
ン
倶
楽
部
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

会
う
こ
と
は
元
気
の
確
認
作
業

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
が
三
月
四
日
、

吹
上
砂
丘
荘
で
開
か
れ
、
地
域
づ
く
り

団
体
関
係
者
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
Ｋ
Ｔ
Ｓ
の
タ
レ
ン
ト
、
タ
マ

リ
さ
ん
。「
合
併
し
て
も
ま
ち
が
輝
く

た
め
に
『
い
い
加
減
』
な
地
域
づ
く
り

が
大
切
」「
こ
う
し
て
会
う
こ
と
は
元

気
の
確
認
作
業
。
顔
を
合
せ
て
元
気
を

分
け
合
い
、
高
め
あ
お
う
」。
自
ら
の

経
験
を
も
と
に
し
た
軽
妙
な
語
り
口
で

「
人
間
大
好
き
」
を
強
調
。
活
動
が
停

滞
し
つ
つ
あ
っ
た
吹
上
ハ
リ
ケ
ー
ン
倶

楽
部
や
会
員
に
、
大
き
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

▲ 受賞を喜ぶ育成会員

▲ 元気な口調が会員に元気を与えます



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
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安
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直
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愛
音

圭
一
郎

西
本
町

長
野

虹
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康

南
湯
之
元

粗
田

和
樹

治
正

下
田
尻

永
田

彩
華
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一

上
中
之
里

（
出
生
児
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（
保
護
者
）（
自
治
会
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福
原

廉
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一

駅
前

小
松

杏
寧
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之
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木
村
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誠
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駅
前
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神
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也
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永
野
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也

元
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草
野
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未

勝
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皆
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飯
牟

総
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忠
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麓
上

吹
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支
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（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

成
田

遥
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拓
馬

ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
吉

日
吉
支
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東
市
来
支
所 

東
市
来
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

野
増

榮
次

70

鵜
狩

二
之
宮
ツ
ユ

99

青
松
園

北

貞
夫

81

小
園

前
屋
敷
正
捉

90

前
屋
敷

山
内

繁
盛

81

柿
の
谷

古
垣

學

66

笠
ヶ
野

日
吉
支
所 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

松
元

茂

82

野
首

中
辻

國
義

85

苙
口

馬

フ
ク
マ
ツ

94

ふ
も
と

櫨
木
シ
ヅ
エ

74

平
鹿
倉

市
園

健
二

74

東
宮
内

松
元

美
芳

88

花
熟
里

月
野
ハ
ツ
エ
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浜
田
後

戸
越

隆
作

76

上
田
尻

内
村

キ
サ

94

下
中
之
里

山
之
内

弘

80

七
呂

坂
口

幸
子

81

上
和
田

野
原

秀
子

84

下
田
尻

柳
田

ノ
ブ

87

中
和
田

吹
上
支
所 

本
　
庁 

本
　
庁 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

有
村
奈
々
美

義
伸

桑
畑

谷
口
優
士
朗

康
博

朝
日
ヶ
丘

西
村

綾
香

和
彦

川
畑

能
勢

雄
大

直
樹

瀬
戸
内

中
村

路
佳

和
人

妙
円
寺
２
区

迫
田

貴
虎

亮

駅
前

鮫
島

岬

誠

妙
円
寺
５
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

新
山
マ
リ
枝

70

麦
生
田
西

並
松
フ
ミ
ヱ

86

飯
牟
礼
上

谷
口

洋
子

64

市
来

東

ツ
ヨ

75

徳
重
東

松
山

信
義

93

麦
生
田
東

前
村

砂
雄

86

竹
之
山

団
島

幸
生

82

上
神
殿
上

福
元

辰
矢

52

平
古

脇

正
行

78

竹
之
山

内

愛
熊

88

中
神
殿

下
玉
利
照
盛

78

つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区

都
シ
ヅ
ヱ

94

中
川

重
留

サ
ヨ

88

桑
畑

四
郎
園
良
紀

89

四
郎
園

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

重
水
ハ
ツ
カ
メ

97

梅
木

鮫
島

照

90

田
代
東

末
原

タ
ミ

73

田
之
湯

池
田

雅
江

82

元
湯

新
川

勲

82

杉
之
迫

宮
前

ヒ
デ

90

駅
前

久
保

久
子

74

向
湯
田

原
田
キ
ク
ヱ

94

向
湯
田

下
池

勲

75

上
野
西

大
久
保
信
義

85

上
野
東

ゆ
う

じ

ろ
う

れ
ん

あ
や

か

そ
う

し

ゆ
う

だ
い

た
か

と
ら

な

な

み

な

な

み
み
さ
き

り
ゅ
う
し
ん

あ

ん

ね

は

る

か

ろ

か

ま

い

３
月
受
付
分（
敬
称
略
）

３
月
受
付
分（
敬
称
略
）

あ
や

か

か
ず

き

あ
い

ねに
じ

基準額が　　　 に 
3,880円 

3,980円 

財
源
の
半
分
が
保
険
料
で
す 

■介護保険の財源内訳 
うち5％程度が調整
交付金として交付さ
れ、高齢者の保険料
格差を是正します 

保険料 
50%

65歳以上の 
人の保険料 

公費 
50%

19%

国の負担金 
25%

都道府県 
の負担金 

12.5%

市町村 
の負担金 

12.5%

45歳以上65歳 
未満の人の 
保険料 

31%

介護保険制度が始まって６年が経過します。介護保険制度

は、老後生活最大の不安要因ともなっている介護を、社会全

体で支えあっていくことを目的としてつくられたものです。

第１号被保険者（65歳以上）の保険料は、３年ごとに見

直されますが、今回、平成18年度から20年度までの３年間

の保険料が決定しました。

65歳以上の方の保険料は、その人の所得や世帯の住民税

の課税状況によって決まります。所得の低い被保険者などの

負担能力に応じ、よりきめ細やかな対応ができるように保険
料段階が6段階になります。
なお、平成18年度の保険料は、８月に送付します介護保

険料額決定通知書をご確認ください。

年額 23,880円

月額 1,990円

基準額×0.5

第１段階

年額 71,640円

月額 5,970円

基準額×1.5

第６段階

年額 59,700円

月額 4,975円

基準額×1.25

第５段階

年額 47,760円

月額 3,980円

基準額×1.0

第４段階

年額 35,820円

月額 2.985円

基準額×0.75

第３段階

年額 23,880円

月額 1,990円

基準額×0.5

第２段階

あ な た の 保 険 料 は ？ スタート 生活保護を受けていま
すか？

いいえは い

老齢福祉年金を受給し
ていますか？

いいえは い

前年の合計所得＋課税年金
収入は80万円以下ですか？

いいえは い

同じ世帯に住民税を納
めている人がいますか？

いいえ は い

住民税を納めています
か？

いいえ は い

前年の合計所得は200
万円以上ですか？

いいえ は い

吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委
員
会
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
友
好
親
善

を
深
め
る
た
め
に
派
遣
す
る
親
善
大
使
を
募
集
し
ま
す
。 

　
常
夏
の
国
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
心
と
心
の
国
際
交
流
が
体
験
で
き
る
と
て
も

親
日
的
な
国
で
す
。 

　
あ
な
た
も
そ
の
生
活
や
文
化
交
流
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
期
　
　
間
】
平
成
18
年
８
月
19
日
析
〜
８
月
26
日
析
７
泊
８
日

【
対
　
　
象
】
日
置
市
内
に
居
住
す
る
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
方

【
定
　
　
員
】
中
学
生
４
人
、
高
校
生
ま
た
は
一
般
４
人
程
度

【
参
加
費
用
】
費
用
の
80
％
を
上
限
に
助
成

※
パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
な
ど
個
人
経
費
は
自
己
負
担

【
募
集
要
項
】
参
加
申
込
書
と
応
募
の
動
機
を
ま
と
め
た
作
文
（
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
２
〜
３
枚
程
度
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
親
善
大
使
に
決
定
後
は
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

【
募
集
締
切
り
】
平
成
18
年
５
月
25
日
戚

※

詳
し
く
は
、
交
流
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
市
役
所
本
庁
・
各

支
所
ま
で

【
応
募
先
】
ま
た
は
【
問
い
合
わ
せ
先
】 

本
庁
企
画
課
企
画
調
整
係

電
話

０
９
９(

２
７
３)

２
１
１
１

東
市
来
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

電
話

０
９
９(

２
７
４)

２
１
１
１

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

電
話

０
９
９(

２
９
２)

２
１
１
１

吹
上
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

電
話

０
９
９(

２
９
６)

２
１
１
１

募集中！ 
5/25まで 
募集中！ 
5/25まで 
募集中！ 
5/25まで 
募集中！ 
5/25まで 
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シリーズ⑪

ひと いきいき

「
学
校
の
転
勤
の
た
び
に
、そ
の
町
の
歴
史
や
地
域
の
伝
統
を
調
べ
た
り
、地
元
の

年
寄
り
の
話
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、ま
と
め
る
の
が
趣
味
み
た
い
な
も
の
で
し
た
」

と
、歴
史
や
文
化
を
専
門
的
に
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、い
つ
し
か
そ
れ
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。「
そ
こ
に
暮
ら
す
人
間
の
営
み
や
風
習
、芸
能
な
ど
、生

活
の
し
く
み
を
調
べ
て
い
く
の
が
楽
し
い
」と
堂
園
さ
ん
の
得
意
分
野
は
民
俗
。若
い

う
ち
か
ら
鹿
児
島
民
俗
学
会
に
所
属
し
、こ
れ
ま
で
東
市
来
町
の
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
長
、あ
る
い
は
東
市
来
町
郷
土
誌
、町
誌
の
発
行
に
編
さ
ん
委
員
と
し
て
二
度

に
わ
た
っ
て
携
わ
る
な
ど
、文
化
財
行
政
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
軍
で
鍛
え
た
水
泳
や
小
学
校
か
ら
習
っ
た
剣

道
を
独
自
の
鍛
錬
で
技
術
を
向
上
さ
せ
、
町
の
水
泳
教
室
の
講
師
や
日
置
地
区
体
育

大
会
の
水
泳
・
剣
道
の
選
手
と
し
て
活
躍
。
ま
た
、
鶴
丸
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者
と
し
て
長
年
、
青
少
年
健
全
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
文
武
両
道
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
幅
広
い
活
動
で
年
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
体
調
を
崩
し
、
昔
み
た
い
に
自
由
に
外
出
す
る
こ
と
も
思
う
よ
う
に
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
が
「
ま
だ
研
究
を
し
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
勉

強
は
続
け
ま
す
。
錦
城
流
と
い
う
詩
吟
流
派
の
東
市
来
支
部
長
を
務
め
て
い
る
詩
吟

も
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
ま
だ
ま
だ
現
役
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
。

三
月
に
発
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
東
市
来
町
誌
に
も
「
郷
土
の
歴
史
に
も
っ
と
関
心

を
深
め
て
、
親
し
み
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
は

ず
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

堂園 義光
どう ぞの よし みつ

さ
ん［82歳］ 

●小学校の教員を昭和59年に定年退職。合併まで約
30年にわたって東市来町文化財保護審議会委員を
務めたほか、昭和49年から53年まで東市来町郷
土誌、平成13年から今年度まで東市来町誌の編さ
ん委員。民生・児童委員も15年間務める。 

東市来町長里　（下養母上自治会） 

わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
か
い
ご
し
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
わ
た
し
の
家
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
る
と
、
と
て
も
楽
し

い
し
、
昔
の
話
や
野
菜
の
育
て
か
た
な
ど
い
ろ
ん
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

去
年
、
や
は
ず
の
里
に
行
っ
た
と
き
、
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が
、
泣
き
な
が
ら
喜
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
わ
た
し
も
、
な
み
だ
が

出
る
く
ら
い
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
で
働
く
か
い

ご
し
さ
ん
た
ち
は
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
と
て

も
や
さ
し
か
っ
た
で
す
。
わ
た
し
も
そ
の
人
た
ち
み
た
い
に
な

り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
に
な
れ
る
か
な
と
少
し

不
安
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
か
い
ご
し
に
な
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
な
れ

た
ら
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
て
や
さ
し

く
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ふ
く
し
の
本
が
あ
っ
た
ら
読

ん
だ
り
、
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
近
所
の

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
も
や
さ
し
い
言
葉
を
か
け

た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
将
来
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
わ
た
し
の
夢
』 

飯
牟
礼
小
学
校
五
年
　
　
井
上
小
夜
香 

さ
ん 

吹上地域宮内地区の、大汝牟遅神社の参道の東側に「千

本楠」と呼ばれる大楠の森があります。大汝牟遅神社

は吹上地域で最も大きな神社で、毎年 11 月 23 日に

流鏑馬が奉納されることで知られています。

大楠は各地で見られますが、１ヶ所に十数本の大楠

が集中しているのは珍しいことです。特徴的なのは、

地を這うように横へ伸びる巨大な枝が多いことです。

その様子は実に見事なもので、一見の価値があります。

伝説によると、大汝牟遅神社の祭神の大汝牟遅命が

伊作の地に来られたときに、楠の杖を地面に刺したと

ころ、これが根づいて親木になったとされています。

その親木は幹の周りが18ｍ余りもある大木でしたが、

風も無い夜に大音響とともに倒れたと伝えられています。

くちた根もとの一部が今も残っていて、かつての大き

さをしのばせています。

明治43（1910）年の博覧会に出品した楠の切株を

調べたところ、樹齢800年以上と推定されたそうです。

〈引用参考文献〉 
『吹上町の文化財と 

神話・伝説』 

本
庁
か
ら
車
で
30
分
　 

吹
上
支
所
か
ら
車
で
3
分 

Access

千本楠（吹上地域） 

伊集院町猪鹿倉 

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

い

の

う

え
　
　
さ

や

か

 

　お気に入りの服を着ているときは気
分もウキウキします。ゆったりとした着
心地の服を手づくりしたら、楽しみも増
すのではと思い、オリジナルの服を考え
てみました。素材選び、パターンづくり
から縫製加工まで講師の指導助言をい
ただきながら、着やすく動きやすい服が
完成。できあがりの喜びと感動が大きな
原動力となり、これからも学び続けます。 

山口　節子　（67歳） さ
ん 

「洋裁」 

福田　怜奈ちゃん（2歳2か月） 

いつまでもかわいい怜奈でいてね。

■おかあさんから

父 順一さん 母 智美さん
（伊集院町徳重）

れ い な

いつまでも兄弟なかよく、元気でや
さしい子どもに育ってね。

■おかあさんから

父 正史さん 母 久美子さん
（伊集院町徳重）

おお む な ち

や ぶ さ め

は

おお む な ちのみこと

つえ

上新連風斗くん （4歳8か月） 

　　　騎士ちゃん（4か月） 

れ ふ と

な い と

11

せん　 ぼん　 くす 




